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ヘリウム輸送とその制御は、磁場閉じ込め核融合

燃焼プラズマの維持において、最重要課題であり、

ヘリウム粒子の閉じ込め性能の自己燃焼条件へ

の影響を調べる研究が30年前から行われてきた。 

近年、LHDでは、多種イオンプラズマ研究を大きな

テーマとして設定し、燃料混合やヘリウム排気特性

を調べる実験が精力的に行われている。また、計測

機器整備の進展により、バルクヘリウム分布、及び

高エネルギーのヘリウム分布の計測が可能となっ

た。そこで、高エネルギーヘリウムをプラズマコアへ

供給し、高エネルギーヘリウム、及び熱ヘリウムの

両方の輸送を調べることを目的として、ヘリウムビ

ーム入射を検討し、2020年からプラズマへのヘリ

ウムビーム入射を開始した。本発表では、LHD-

NBI5号機を用いたヘリウムビーム入射の試験結

果とプラズマ入射の初期結果を紹介する。 

イオン源のアーク放電の電流低下現象が顕著にな

るなど、明らかになった問題についても紹介し、ア

ルゴン放電を行うことで、その問題を回避できるこ

とも議論する。 

また、プラズマ入射を行った際の典型的な放電波

形を渦に示す。高エネルギーヘリウム分布計測、ブ

ルクヘリウム分布計測にも成功した。 

現状の課題や今年度の実験方針等を議論する。 
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図１．ヘリウムビーム入射の典型的放電波形。

明確なイオン温度上昇も観測されている。 


